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の
り
子
の
週
間
日
誌
（
主
な
も
の
） 

９
日 

市
駅
前
朝
宣
伝
、
新
婦
人
９
条
守
る
宣
伝
署
名
、
会
議 

 

１
０
日 

オ
ス
プ
レ
イ
と
日
米
安
保
学
習
と
ア
ピ
ー
ル
行
進 

 
 

１
１
日 

民
医
連
総
会
あ
い
さ
つ
、
会
議 

１
２
日 

地
域
訪
問
と
宣
伝
行
動
、
会
議 

１
３
日 

健
康
診
断
、
自
治
会
小
中
一
貫
校
説
明
会 

１
４
日 

県
議
団
会
議
、
地
域
訪
問
と
宣
伝
行
動 

 
 

１
５
日 

無
料
生
活
相
談
日
、
地
域
訪
問 

リレートーク Relay talk リレートーク 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
la

y
 ta

lk
 

 

 

 

南
海
電
鉄
加
太
駅
に
駐
輪
場

を
、
と
の
住
民
の
方
か
ら
の
要
請
を

受
け
市
議
会
で
も
要
請
を
し
て
き

ま
し
た
。
５
月
１
日
よ
り
や
っ
と
供

用
開
始
に
こ
ぎ
つ
け
た
。 

 

加
太
は
漁
師
町
と
同
時
に
古
墳

群
、
淡
嶋
神
社
、
友
が
島
、
役
行
者

修
行
堂
、
戦
前
の
陸
軍
砲
台
跡
地

等
々
の
観
光
名
所
も
多
く
、
毎
年

磯
釣
り
を
含
め
観
光
客
で
溢
れ

る
。
加
太
・
友
が
島
間
の
フ
ェ
リ
ー

も
再
開
し
、
加
太
港
内
桟
橋
も
新

し
く
な
っ
た
。
（
今
年
度
か
ら
友
が

島
の
桟
橋
改
修
工
事
に
か
か
る
） 

 

多
く
の
観
光
客
と
同
時
に
、
通
勤

通
学
に
利
用
さ
れ
る
南
海
加
太

線
・
加
太
駅
に
は
駐
輪
場
が
な
く

住
民
の
方
か
ら
「
駐
輪
場
の
設
置
」

要
請
を
受
け
、
市
議
会
で
要
請
を

し
た
の
は
６
年
前
で
す
。
故
石
谷
市

議
と
も
一
緒
に
要
請
し
、
や
っ
と
供

用
開
始
と
な
っ
た
。 

 

喜
ば
れ
て
い
る
の
は
大
人
、
高
校

生
と
思
え
ば
、
今
は
小
学
生
、
中

学
生
ま
で
電
車
通
学
が
増
え
て
い

る
、
と
い
う
。
公
立
、
私
立
の
付
属

校
が
増
え
子
供
用
自
転
車
が
駐
輪

場
に
置
か
れ
て
い
る
。
駐
輪
場
が
な

か
っ
た
時
は
自
転
車
の
盗
難
が
絶

え
な
か
っ
た
と
い
う
。
整
然
と
駐
車

さ
れ
た
駐
輪
場
の
設
置
は
地
区
住

民
に
喜
ば
れ
て
い
る
。 

 

 

 

憲
法
記
念
日
の
東
京
の
集
会
で
、
共
産
党
の
志
位
委
員
長
が

集
団
的
自
衛
権
行
使
と
多
国
籍
軍
へ
の
参
加
は
、
「
海
外
で
の

武
力
行
使
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
憲
法
上
の
「
歯
止
め
」

を
外
し
、
自
衛
隊
が
米
軍
と
一
緒
に
戦
闘
地
域
へ
行
っ
て
活
動

す
る
こ
と
を
詳
し
く
解
明
。
こ
れ
ま
で
ア
フ
ガ
ン
や
イ
ラ
ク
戦

争
で
自
衛
隊
を
派
兵
し
た
が
、
憲
法
９
条
の
歯
止
め
で
、
戦
闘

行
為
は
出
来
ず
給
油
、
給
水
な
ど
後
方
支
援
だ
っ
た
。
一
人
の

外
国
人
も
自
衛
隊
員
の
命
も
失
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
「集
団
的

自
衛
権
の
行
使
」
で
自
衛
隊
が
他
国
の
人
を
殺
し
、
自
衛
隊
員

か
ら
も
戦
死
者
が
出
る
こ
と
に
な
る
。
ナ
ン
ト
志
位
さ
ん
の
調

べ
で
は
ア
フ
ガ
ン
戦
争
で
派
兵
し
た
２
９
カ
国
で
３
４
５
３
人
の

兵
士
が
死
亡
し
、
ア
フ
ガ
ン
の
民
間
人
１
万
７
千
人
の
命
が
奪

わ
れ
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
派
兵
し
た
う
ち
２
３
カ
国
で
４
８
０

７
人
の
兵
士
の
命
が
失
わ
れ
、
イ
ラ
ク
の
民
間
人
１
２
万
～
１
３

万
人
の
命
が
失
わ
れ
た
。
安
倍
首
相
の
目
指
す
「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
」
は
日
本
も
間
違
い
な
く
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
国
」
と

な
る
わ
け
だ
。
安
倍
氏
の
頭
は
“
総
理
大
臣
は
自
由
に
憲
法
解

釈
を
変
更
で
き
る
”
と
立
憲
主
義
否
定
だ
か
ら
コ
ワ
ー
イ
。 

首
相
の
私
的
諮
問
機
関
で
安
倍
氏
お
気
に
入
り
人
物
１
４

人
の
う
ち
憲
法
学
者
は
一
人
し
か
い
な
い
と
い
う
「
安
保
法
制

懇
」
が
、
来
週
に
も
解
釈
改
憲
を
求
め
る
報
告
書
を
出
す
。 

志
位
さ
ん
は
ス
ピ
ー
チ
で
あ
の
小
泉
元
首
相
で
さ
え
「
解
釈

変
更
が
便
宜
的
、
意
図
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
憲
法
に

対
す
る
国
民
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
」
と
述
べ
た
こ
と

や
、
小
泉
政
権
下
で
内
閣
官
房
副
長
官
補
を
務
め
た
柳
澤
協

二
氏
の
「
こ
れ
ま
で
は
憲
法
の
歯
止
め
で
米
国
の
要
請
で
も
海

外
で
の
武
力
行
使
は
拒
否
で
き
た
が
、
断
れ
な
く
な
る
」
と
の

発
言
も
紹
介
し
た
。
そ
の
柳
澤
氏
は
来
週
１
７
日
午
後
１
時
３

０
分
か
ら
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
４
階
で
講
演
す
る
。
（編
集
室
） 

  

 

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、
都
道
府
県

は
医
療
費
適
性
化
を
推
進
す
る

た
め
の
計
画
を
定
め
る
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

県
は
今
年
３
月
に
第
２
期
和

歌
山
県
医
療
費
適
性
化
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

は
医
療
費
の
過
大
な
伸
び
の
抑

制
を
は
か
る
た
め
の
具
体
的
な

施
策
を
押
し
進
め
る
も
の
で

す
。
主
に
特
定
健
康
診
査
の
受

診
と
入
院
期
間
の
短
縮
な
ど
を

さ
ら
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
療
養
病
床
の
転
換
に
つ
い
て

は
思
う
よ
う
に
す
す
ま
な
い
た
め

２
０
１
７
年
度
末
ま
で
凍
結
を
し

て
い
ま
す
。 

 

生
活
相
談
所
に
も
「
退
院
を
い

わ
れ
た
が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

と
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま

す
。
医
療
難
民
・
介
護
難
民
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
安

心
し
て
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
声
を
上
げ
て
行
き
ま
し

ょ
う
。
（の
り
子
） 

「のり子さん頑張れ」 読者の声（３） 

 

楽
し
い
お
話
勉
強
に 

年
に
何
度
か
お
時
間
を
つ

く
っ
て
頂
き
、
穏
や
か
な
雰

囲
気
で
１
時
間
、
楽
し
い
お

話
を
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て

く
れ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
今
後
も
お
願
い
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

（Ｍ
・Ｍ
） 

和歌山市の県会

議員と市会議員、

および予定候補

の皆さん。（５月

１日メーデーで） 
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